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第１章 計画の概要 

 

１ 背景 

  

  つくば市の公共施設は筑波研究学園都市の建設時期に整備されたものが多く、建

築後 30 年を経過しており、老朽化が進んでいます。 

  学校給食施設も該当するものがあり、今後建替えや改修・設備機器の更新に要す

る費用が見込まれることや、安全で持続的な市民サービスを確保・提供していくた

め、またつくばエクスプレス開業後の沿線開発地区の人口増加による学校新設に対

応していくために、給食センターの現状を把握して、長期的な視点での利活用の方

向性や更新・長寿命化の方針・計画を検討していくことが求められています。 

 

２ 目的 

 

  つくば市学校給食センター長寿命化計画（以下「本計画」という。）は、前述の背

景を踏まえ、中長期的な視点で施設を保全するための基本的な計画を定めることに

より、使用環境の改善、財政負担の軽減・平準化を図ることを目的とします。 

 

３ 本計画の位置づけ 

  

  つくば市では、国において公共施設等の老朽化対策として決定された「インフラ

長寿命化基本計画」に基づいた行動計画である「つくば市公共施設等総合管理計画

（以下「総合管理計画」という。）」を平成 29 年（2017 年）2 月に策定しました。 

  この総合管理計画では、基本的な方針に従って、公共施設等の維持管理・更新等

を着実に推進するための取組方策を明らかにする個別施設計画を策定することと
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しています。 

  本計画は、この総合管理計画に基づき、学校給食センターの更新・長寿命化を計

画的に行い、財政負担の軽減・平準化を図る具体的な対応方針を定めるものです。 

（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本計画の位置付け 

 

 

４ 本計画の基本的策定方針と構成 

 

長寿命化計画は、施設ごとに今後の方向性や対策を定め、対象施設全体の再編再

配置及び長寿命化等の保全に関する方針を示すものです。 

本計画の策定に当たっては、本市の「つくば市学校給食センター整備方針」にお

いて、「確実な衛生管理体制」「安心・安全でおいしい給食の提供」「効率のよい調理

環境の確保」「食育の推進と食育啓発活動」「環境負荷の低減」「維持管理費の効率化」

が基本方針として挙げられていることから、現状の施設の存廃も含めて検討する方

針とします。 

その上で、「第２章 施設の実態」「第３章 施設劣化状況」を踏まえ、「第４章 
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施設更新に関する基本方針」にて、施設全体的に改築を行うか、長寿命化改修1を行

うかの基本的方針を定め、「第５章 中長期整備計画」にて具体的な計画を定めま

す。 

 

 

５ 対象施設 

 

  本計画では、教育局健康教育課が管理する市有の公共施設のうち、給食センター

を対象とします。 （表１参照） 

 

表１ 対象施設一覧 

No. 施設名 構造・規模 所在地 竣工年 主要建築物 

1 つくばすこやか 

給食センター豊里 

鉄骨造 

2 階建 

高野 

1197-

17 

平成 26 年 

（2014 年） 

共同調理場、車庫 

2 つくばほがらか 

給食センター谷田部 

鉄骨造 

2 階建 

藤本 3-1 令和元年 

（2019 年） 

共同調理場 

3 茎崎学校給食センター 鉄骨造 

2 階建 

小 茎

401 

昭和 55 年 

（1980 年） 

共同調理場、ボイラー室、 

車庫 

4 筑波学校給食センター 鉄骨造 

1 階建 

神 郡

1222 

平成 14 年 

（2002 年） 

共同調理場 

      

 

 

 

                                                      
1 老朽化した建物について、物理的な不具合を直し建物の耐久性を高めることに加え、建物の機能や

性能を求められている水準まで引き上げる改修を行うこと。 
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６ 計画期間 

  

本計画の計画期間は、建物の構造躯体2の耐用年数等を考慮し、令和４年度（２０

２２年度）から令和４３年度（２０６１年度）までの４０年間とします。 また、

１０年ごとに見直しを行います。 

ただし、この期間内でも、人口の変化や社会経済情勢の動向、総合管理計画の改訂

等により、柔軟に計画を見直すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
2 建物の構造を支える骨組みにあたる部分のことで、基礎、壁、柱等を指す。 
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第２章 施設の実態 

 

１ 施設の保有状況 

 

  本計画の対象施設は現時点では４施設で、現在計画中の「（仮称）新桜学校給食セ

ンター」を含めると５施設となります。（表２参照） 

  また、施設の配置は図３のとおりで、おおむね本市の旧町村（筑波、桜、豊里、 

谷田部、茎崎）ごとに配置されています。 

 

表２ 施設別面積表 
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図３ 施設の配置 
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２ 築年別整備状況 

 

  建築年別の整備状況は図４に示すとおりです。対象施設中、つくばほがらか給食

センター谷田部・つくばすこやか給食センター豊里・筑波学校給食センターは新耐

震基準3により建築されており、茎崎学校給食センターは旧耐震基準での建築とな

っています。 

  築年数では、茎崎学校給食センターが建築後４０年以上たっており、老朽化が著 

しく、何らかの対応が必要になっています。 

 

  

 

 

                                                      
3 １９８１年に改正された建築基準法の耐震基準を新耐震基準、それ以前の耐震基準を旧耐震基準と

いう。新耐震基準では、震度６強～７に達する程度の大規模地震動に対して危険性が低いという規定

が加わった。 
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図４ 築年別整備状況 
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３ 施設使用状況 

 

  施設の使用状況として各センターの提供食数は、つくばすこやか給食センター豊

里とつくばほがらか給食センター谷田部は調理能力を超える食数を提供していま

す。茎崎学校給食センターと筑波学校給食センターは経年数を考えると、提供食数

の増加は難しく、今後の児童生徒数増加への対応が課題となっています。 

 

     表３ センター別提供食数                （単位：食） 

 茎崎 学校     

給食センター 

     

(調理能力 3,500 食) 

筑波 学校     

給食センター 

 

(調理能力 2,500 食) 

つくばすこやか   

給食センター 

豊里 

(調理能力 8,500 食) 

つくばほがらか    

給食センター  

谷田部 

(調理能力 12,000 食) 

R２年度 1,991 1,764 8,669 12,124 
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４ 施設関連経費の推移 

 

  平成２８年度（２０１６年度）から令和２年度（２０２０年度）までの５年間の 

 施設の関連経費4は、平均で約 6.1 億円／年 となっています。 

（表４及び図５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
4 施設関連経費の内訳 

 施設整備費等…………修繕費、工事請負費 

 光熱水費・委託費等…燃料費・光熱水費、人件費、事業運営委託費、その他の費用 
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図５ 施設関連経費の推移（合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 
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第３章 施設劣化状況  

  

 本章では、それぞれの施設の実際の劣化状況を調査し、更新方法（改築または長寿

命化）を検討する上での判断材料とします。 

 また、この調査の結果を、建物の健全性を示す「健全度」として数値化し、更新の

優先順位を設定する際の参考とします。 

 なお、本章は文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（平成２９

年（２０１７年）3 月）に準拠します。 

 

１ 長寿命化改修に適さない建物の把握 

 

 計画の策定に当たっては、図６のとおり、構造、耐震基準、履歴調査及び現地調査

等の結果を踏まえて、長寿命化を図る建物（ 「長寿命化建物」 ）とそれ以外の建物

（ 「一般建物」 ）を簡易的に選別します。 
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※RC 造…鉄筋コンクリート造、S 造…鉄骨造、W 造…木造 

 

図６ 長寿命化判定フロー 
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２ 劣化状況調査 

 

（１）調査と評価 

 

   構造躯体以外の劣化状況の現地調査は、基本情報の整理、修繕履歴調査を行

った上で、各施設の部位ごと（屋根・屋上、外壁、内部仕上げ、電気設備、機械

設備）に目視による点検を行い、結果を劣化状況調査票（表５）に記録しました。 

   また、構造躯体の健全性を調査するため、建物の躯体からコンクリートコア

を採取し、圧縮強度試験5及び中性化試験6を実施しました。 

   これらの調査結果と、建築後（または改修後）の経過年数から推測される劣化

状況を総合的に判断し、状態が良好な順に A、B、C、D の 4 段階で評価しま

す。 （表６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
5 コンクリートの圧縮に対する強度を調べる試験 
6 空気中の CO2 等の影響による、コンクリート（アルカリ性）の中性化の程度を調べる試験。中性

化が進行すると耐腐食性が低下する。 
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表５ 劣化状況調査票（例）
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表６ 評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部位 状態 評価

内部仕上げ
広範囲（25％以上の面積）また
は随所（5か所以上）に劣化現象
がみられる場合

評価を一段階下げることを
目安とする

電気設備
単独設備の更新（改修）はしてい
るものの、他の部分は40年以上
経過している場合

C評価

給水配管は更新済みで、排水配管
は40年以上経過している場合

C評価

給排水配管を一度も更新せず、
40年以上経過している場合

D評価

機械設備

　目視による評価（屋根・屋上、外壁）

評価 基準 評価 基準

A 概ね良好 A 20年未満

B 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし） B 20～40年

C
広範囲に劣化
（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

C 40年以上

　経過年数による評価
　（内部仕上げ、電気設備、
　　機械設備）

早急に対応する必要がある
(安全上・機能上問題あり、
 躯体の耐久性に影響を与えている、
 設備が故障し施設運営に支障を与えている、等)

D D
経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

良好 良好

劣化劣化
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（２）健全度の算定方法 

 

前項の部位ごとの評価を受け、表７に基づき、健全度を１００点満点で数値 

化します。 

 

表７ 健全度の算定 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）調査結果 

 

  劣化状況調査の結果と健全度は、表８に示すとおりです。これを本計画におけ                

 る優先順位付け等の基礎資料とします。 

  なお、順位に関わらず、健全度４０点未満なら優先的に長寿命化改修等の対策 

 を講じることが望ましく、また C 及び D 評価の部位は、早期の改修等が必要にな

ります。 

 

評価 評価点 配分

D → 10 × 5.1 ＝ 51

D → 10 × 17.2 ＝ 172

C → 40 × 22.4 ＝ 896

C → 40 × 8.0 ＝ 320

D → 10 × 7.3 ＝ 73

計 1,512

÷ 60

健全度 25

③健全度

※100点満点にするためにコスト配分の合計で割っている。

※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示す。

総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷60

1　屋根・屋上

2　外壁

3　内部仕上げ

4　電気設備

5　機械設備

部位

(表5「劣化状況調査票（例）」記入例における健全度計算例)

②部位のコスト配分

計

5　機械設備

部位

1　屋根・屋上

2　外壁

3　内部仕上げ

4　電気設備

60

コスト配分

5.1

17.2

22.4

8

7.3

①部位の評価点

評価 評価点

A 100

B 75

C 40

D 10
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表８ 建物劣化状況一覧表 
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第４章 施設更新に関する基本方針 

 

１ 更新方法の比較 

 

  「第 2 章 施設の実態」「第３章 施設劣化状況」において、施設の現状と課題 

  を把握しました。 

   これを踏まえ、「建築後４５年を目安に改築を行った場合（以下「改築型」と 

  いう。）」と、「８０年間の使用を目標に、長寿命化改修が適した建物については 

  長寿命化改修を行う方針を採用した場合（以下「長寿命化型」という。）」の施設 

  関連経費について比較・検討を行います。 

   なお、本項の目標使用年数、改築や長寿命化改修の周期は施設の現状を踏まえ

た上で、「建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築学会）」を参考に設定して

います。 

    

 

 （１）改築型の費用 

 

    改築型を採用した場合、今後４０年間の施設関連経費は約３０８億円で、年

平均約７.７億円と試算されます。（図７参照） 

    これは直近 5 年間の施設関連経費の平均約６.１億円の１.２６倍となります。 
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図 7 施設関連経費の推移と比較（改築型） 
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  改築型のコスト試算条件 

   経年による施設の劣化に対し、建築後 20 年で一時的な機能回復のための大規模改造を行い、 

建築後 45 年で改築する場合の試算です。 

  【試算条件】 

  ・基準年度：令和 3 年度（2021 年度） 

  ・試算期間：基準年度の翌年度から 40 年間 

  ・物価変動率、落札率は考慮しない。 

  【更新方法】 

  ・改築  単価：630,000 円／㎡ 

       改築を行う時期：建築後 45 年 

       工事期間：2 年 

  ・大規模改造（建築後 20 年で一時的な機能回復を図る工事） 

単価：200,000 円／年 

       大規模改造を実施する時期：建築後 20 年 

       工事期間：1 年 

 

（２）長寿命化型の費用 

 

    長寿命化型を採用した場合、今後４０年間の施設関連経費は約２９０億円

（約７.２億円／年）となり、改築型の約３０８億円（約７.７億円／年）と比較

して、総額約１８億円（約０.５億円／年）の縮減となります。（図８参照） 

    ただし、長寿命化型を採用した場合でも、平成２８年度（２０１６年度）か

ら令和 2 年度（２０２０年度）の施設関連経費約６.１億円／年の約１.１８倍

のコストがかかります。 

    長寿命化型を採用した場合、改築型と比べて 40 年間の総額ではコストを抑

えられますが、各センターの改修時期が来たときに、年間の費用が大きくなる

ため、単年度のコストを抑えるための平準化の検討が必要となります。 
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図 8 施設関連経費の推移と比較（長寿命化型）
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長寿命化型のコスト試算条件 

   建築後 20 年に、原状回復のための大規模改造、建築後 40 年に長寿命化改修を行い、 

建築後 80 年まで施設を使用する場合の試算です。 

  【試算条件】 

  ・基準年度：令和 3 年度（2021 年度） 

  ・試算期間：基準年度の翌年度から 40 年間 

  ・物価変動率、落札率は考慮しない。 

  【更新方法】 

  ・改築  単価：630,000 円／㎡ 

       改築を行う時期：建築後 80 年 

       工事期間：2 年 

  ・長寿命化改修（建築後 40 年で原状回復し、さらに機能向上を図る工事） 

       単価：240,000 円／㎡ 

       長寿命化改修を行う時期：建築後 40 年 

       工事期間：2 年 

  ・大規模改造（建築後 20 年で一時的な機能回復を図る工事） 

単価：200,000 円／年 

       大規模改造を実施する時期：建築後 20 年 

       工事期間：1 年 

  ・部位修繕（評価に応じて改修が必要な部位の一部分の修繕を行う工事） 

      D 評価：今後 5 年以内に部位修繕を実施する。 

      C 評価：今後 10 年以内に部位修繕を実施する。 

      A 評価：今後 10 年以内の長寿命化改修（建築後 40 年時）から部位修繕相当額引く。 

 

  ※長寿命化改修を行う時は築 40 年の実施より古い建物の場合は 10 年以内に工事を実施する。 

  ※改築及び長寿命化改修の前後 10 年間は、大規模改造を実施しない。 

  ※改築、長寿命化改修及び大規模改造を今後 10 年間以内に行う場合、部位修繕は実施しない。 

 



 

24 
 

 

２ 更新方法の決定 

 

  現在、茎崎学校給食センターが建築後４０年を超え、筑波学校給食センターも建

築後２０年近く経つことから、今後の施設整備に当たっては、施設関連経費の増大 

 が懸念されます。劣化状況調査の結果からも、早期の改修等が必要である部位が複

数確認されており、確実に改修や改築を行っていく必要があります。 

  前項で改築型と長寿命化型を比較した結果、長寿命化型がコストの縮減が見込ま

れることから、更新方法は長寿命化型とします。 

  現茎崎学校給食センターに関しては、旧耐震基準で建築後 40 年以上経過してお

り、長寿命化には適さないため、継続使用しないこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

25 
 

 

３ 基本方針 

 

  前項の更新方法の決定を受け、施設更新に関する基本方針を以下のとおり定めま 

 す。 

 

施設更新に関する基本方針 

 ① 施設の長寿命化 

   施設の老朽化が教育活動に支障を及ぼすことがないように、長寿命化改修を行 

  い、適切な維持管理をすることにより、財政負担の平準化及びライフサイクルコ

ストの削減を図ります。 

 

 ② 安全性の向上 

   学校給食の拠点として、安心・安全な学校給食の提供のため、建物の安全の 

確保、快適性や使いやすさの向上、環境の整備を図ります。 

 

 ③ 社会的ニーズに応じた機能的な施設の整備 

   給食センターに求められる、食育に関する学習内容に必要な空間の設定や、 

地域における食育推進施設の役割を果たせるような、環境整備を進めます。 

 

 ④ 環境負荷の低減 

   環境に配慮した製品の利用や省エネルギー化について、費用対効果等を考慮し

ながら、積極的な導入を検討していきます。 

 

 ⑤ 施設保有量の適正化 

   今後の財政状況や将来の児童生徒数の増減、食物アレルギー対応食の提供に対

応できる機能を有するよう、状況を踏まえて検討していきます。 
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第５章 中長期整備計画 

 

１ 施設長寿命化の基本的考え方 

 

 （１）改修等の方針 

 

    施設長寿命化に当たっては、施設管理者等による自主点検（日常点検、緊急

時点検等）に加え、各種定期点検の継続的な実施を通して、設備の機能・性能 

   の劣化が生じる前に計画的に改修等を行う「予防保全」の考え方を基本としま

す。これにより、不具合が生じてから対応する場合と比べて、施設を長く使用

することができるとともに、トータルコストの縮減が可能です。 

    また、比較的大規模な改修等の工事を行う場合は、関連した部位の更新を同 

   時に行うことで費用の低減を図ります。 

 

 （２）目標使用年数及び更新周期 

     

    構造躯体の目標使用年数は、「建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築

学会）」を参考に表９のとおり 80 年とします。また、建物を健全な状態に保

ち、80 年間使用するための更新周期は中間にあたる４０年目に機能向上を目

的とした長寿命化改修を行います。経年劣化による機能回復を図るため、その

中間（２０年目、６０年目）で大規模改造を行います。 

    なお、実際の改修等に当たっては、個別の緊急性や重要性を考慮し、改修等

の時期が前後する可能性があります。 
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表９ 構造躯体の目標使用年数 

 

 

表１０ 更新周期と内容 

 

 

図９ 長寿命化のイメージ 

 

※文部科学省「公立学校施設における計画策定について」より 
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２ 更新の優先順位 

 

  中長期整備計画の作成においては、本計画にて策定した「施設更新に関する基本

方針」に基づき、更新の時期や順番等を検討します。 

  しかし、厳しい財政状況の中で、短期間にすべての改修等を完了することは困難

です。 

  したがって、改修等更新の優先順位を、築年数、構造、目標使用年数、劣化度等

を総合的に考慮した上で、表１１のとおり設定します。 

 

表１１ 更新の優先順位 

 

 

 

３ 中長期維持 

 

前項で設定した優先順位を踏まえ、長寿命化型の結果に基づいた中長期計画が 

 表１２になります。 
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表１２ 長寿命化型の中長期計画 

 

 

  ※茎崎地区における給食センター施設のありかたについては、今後の市全体の児童生徒数の動向を注視しながら検討していく必要がある。 
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第６章 継続的な管理・運用 

 

これまでに定めた方針等を実施するため、以下の具体的方策に取り組みます。 

 

１ 情報の整理と活用 

 

  安心・安全な施設環境維持のため、学校給食センター施設の定期的な巡回等によ

り把握した不具合、点検の結果、改修等工事、故障の発生状況等を公共施設マネジ

メントシステムを使用して、一元管理し計画的な保全に活用していくものとします。 

 

２ 財源の確保 

 

  安心・安全で衛生的な給食センターを維持するためには、多額の費用が必要とな

ります。 

  そのため、中長期的な市の財政状況や他の施設整備計画との調整を図りながら、

国庫補助金や市債等を有効に活用し、計画的な財源確保に取り組みます。 

 

３ 推進体制等の整備 

 

  総合管理計画の推進体制に基づき、将来にわたり学校給食センター施設の維持 

 管理に関するマネジメントを実行するため、施設の所管部署が主体となって適正な 

 管理を推進していきます。 
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４ フォローアップの実施方針 

 

  本計画は、現在の施設状態に鑑みて整備状況を設定していますが、実際の計画の

実行に当たっては、社会的環境や財政状況、上位計画の変更等によって変動する可

能性があります。 

  これらを考慮し、より実状に即した計画とするため、維持管理や改修等が適切に 

 実施されているか 10 年ごとに計画の見直しを行っていきます。 

 


